
 

日時：令和 8年 6月 5日（金）13:00～15:00 

場所：名古屋能楽堂 会議室 

 

会 議 次 第 

 

1 開会 

 

 

2 あいさつ 

 

 

3 報告 

（1）特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議の運営について      ＜資料 6＞ 

（2）水堀の活用（舟運）について                            ＜資料 5＞ 

 

4 議事 

（1）本丸搦手馬出周辺石垣の修復について          ＜資料 1＞ 

(2) 天守台及び周辺石垣の保存対策について（天守台西側内堀御深井丸側 

石垣及び鵜の首（小天守西）水堀側石垣の保存対策）   ＜資料 2＞ 

（3）名勝名古屋城二之丸庭園の発掘調査について       ＜資料 3＞ 

（4）特別史跡名古屋城跡内の石垣保存方針策定について    ＜資料 4＞ 

 

5 その他 

 

 

6 閉会 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 石垣・埋蔵文化財部会（第 71 回） 
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について 
（天端整備の方針整理） 

 
１ 要旨 

本丸搦手馬出石垣の平面整備の実施にあたり、発掘調査結果及びこれまでの議論等を

踏まえて天端整備の方針を整理する。 

 

２ 基本方針（R7.11.1 第 68 回石垣部会、R8.3.30 第 70 回石垣部会にて議論済） 

・本丸搦手馬出の天端整備における復元時代は、江戸時代後期とする。 

・天端整備にあたり、発掘調査の成果から得られる遺構の遺存状況等および関連する史

資料等を参考にしながら設計する。 

・バリアフリーの観点等現代の状況を考慮した設計とするが、復元時代設定の雰囲気を

損なわない仕様となるよう検討する。 

・参考となる史資料は、「御本丸廻り之図［嘉永７年（1854）］」、「金城温古録［万延元年

（1860）献納］」が江戸時代後期の馬出搦手を記しており、活用する方針。 

 

３ 天端整備の方針（R7.11.1 第 68 回石垣部会、R8.3.30 第 70 回石垣部会にて議論済） 

２ 基本方針及び発掘調査結果に基づき、天端整備を行う。 

馬出らしさを感じられるよう、園路を囲む四方の平場については、金城温古録も参考

とし張芝を行う。 

搦手西側の低石垣に囲まれた高まりについては、隣接する園路との高低差を解消し、

搦手平面の連続性を確保する。高低差解消に向けた設計方針として、園路部分について

は、園路部分は現況地盤高から排水勾配確保のための最小限の盛土を行い、周辺の芝生

部分と緩やかな傾斜をもって連続性を確保し、馬出らしい広場空間を創出する。 

 

 

 
 
４ 舗装構成について 

（１）舗装構成について（東面石垣上面、北面石垣上面） 

舗装（東面石垣上面、北面石垣上面）については、自然な仕上がりの土系舗装を想定

していたが、石垣内部への水の侵入を防ぐ構造が望ましいことから、遮水性を確保した

舗装構成について、３案を比較検討した（２ページ比較表参照）。 

 

（２）舗装構成について（車両通行部分） 

舗装（車両用）については、車両に耐えうる構造とする。搦手既設舗装構成や城内園

路を参考にしつつ、表層：脱色 As、路盤：砕石を予定している。 

 

 
 

 

 

５ 付帯施設等の整備方針について 

（１）観覧動線に関する付帯施設（階段、スロープ、転落防止柵） 

①スロープ 

 スロープ別案を検討したため、「スロープ案（４ページ）」を参照のこと。 

 

②転落防止柵 

 「表２，３ 転落防止柵（スロープ部含む）の仕様比較表」を参照のこと。細身かつ

景観配慮型で転落防止柵自体が目立ちにくく、石垣等史跡が際立つ仕様を想定。 

なお、解体撤去範囲外に新たに設置する必要のある転落防止柵については、既設コン

クリートブロック基礎位置及び既掘削範囲内においてコンクリートブロックを用いて

敷設するものとし、コンクリートブロックの埋設深さが足りない場合は、適宜盛土等を

行うなどして、遺構に影響を与えない対応が必要。 

 

図１ 本丸搦手馬出修景イメージ（鳥瞰図） 

※元御舂屋門石垣については、搦手西面南石垣の整備に併せて修復する予定としている。 

写真１ 脱色アスファルトの施工事例（名古屋城内） 
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表１ 舗装（東面石垣天端、北面石垣天端）の仕様比較表 
概要 案１：土系固化舗装 + 遮水シート 案２：脱色 As 舗装 案３：薄層 As 舗装 + As 舗装  
構造・材質等 表層：土系固化舗装  路盤：砕石+遮水シート 表層：脱色 As  路盤：砕石 表層：薄層 As 舗装+As 舗装  路盤：砕石 
舗装構成  

 
 

 

 
 

 

 
 

史跡への影響 ○ （保護層を確保すれば、遺構の改変なし。） ○ （保護層を確保すれば、遺構の改変なし。） ○ （保護層を確保すれば、遺構の改変なし。） 
景観 ○（材料に自然土を用い、仕上がりが自然土の風合い。 

城跡等でも多数の施工実績を誇る。） 
○（自然素材の様な風合い。城跡等で多数の施工実績を有する。） 〇 （天然素材を用いた自然な色調と質感が特徴。 

名古屋城内でも実績あり。） 
参考事例 
（イメージ） 

特別史跡名古屋城跡（愛知県名古屋市）※土系舗装のみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別史跡名古屋城跡（愛知県名古屋市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別史跡名古屋城跡（愛知県名古屋市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コスト・ 
メンテナンス 

○ （土系舗装は施工例も多く標準的な工法。土系舗装、 
遮水シートは比較的安価で修繕も比較的容易。） 

△ （脱色 As は少量での入手が困難なことから、 
維持管理時に修復が困難かつ高価となる。） 

△ （As 舗装の補修は一般的であり容易。常温合材等による 
応急対策も可能。薄層舗装は As 施工後の養生期間が必要。） 

総評 ○ △ △ 
※土系固化舗装の下層に遮水層（As 舗装又は Co 舗装）施工を検討したが、土系舗装は As 舗装又は Co 舗装に活着しないとのメーカーヒアリング結果から、対象外とした。 
※舗装（車両用）については、搦手既設舗装構成や城内園路を参考にしつつ、表層：脱色 As、路盤：砕石を予定している（状況に合わせて適宜基層を施工）。  
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図２ 排水計画図（特別史跡名古屋城跡 本丸搦手馬出周辺石垣修復事業 積直し基本計画（令和 4 年 3月） 抜粋 
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図３ スロープ比較イメージパース（左上：案Ａ、右上：案Ｂ、左下：案Ｃ、右下：案Ｄ） 

Ａ案：構造物設置、勾配 8% Ｂ案：構造物設置、勾配 6% 

Ｃ案：法面活用、勾配 8% Ｄ案：法面活用、勾配 5% 
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表２ 転落防止柵（スロープ部含む）の仕様比較表 

概要 案１：鋼材柵 案２：鋼材柵 案３：鋼材柵 
材質等 アルミ、再生木材（スモークグレー） アルミ、再生木材（スモークグレー） アルミ（マットブラウン） 
参考事例 
（イメージ） 

熊本城（熊本県熊本市） 

 
 
 

 

県営平和創造の森公園（沖縄県糸満市） 

 
 

 

豊見城城址跡地（沖縄県豊見城市） 

 
 
 

 
 

    
※スロープにおける手すり等については、「福祉都市環境整備指針（平成 3 年 11 月策定、平成 29 年 3 月改定（令和 4 年 3 月一部改定））」に基づき、適切に設置する。  




